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博士論文概要書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一、本研究のねらい
 
 
本研究は作家・安部公房
（一九二四―一九九三年）
の主として前半期の年譜的事実、および
その時期に彼が著した八つの創作テクスト
（小説四、シナリオ一、戯曲三）
について実証的な
観点に主眼を置き検証を試みたものである。取り上げるテクストの発表時期は一九五一年から一九六二年まで
（安部が二七歳から三八歳までの時期）
、テクスト名は以下のとおりである
（ 〔
 
〕内数字は作品成立順序を示す）
。
 
 
〔小説〕 「壁―Ｓ・カルマ氏の犯罪」 、 「近代文学」一九五一年二月号初出〔１〕
 
「手」 、 「群像」一九五一年七月号初出〔２〕
 
「Ｒ
６２号の発明」 、 「文芸」一九五三年三月号初出〔３〕
 
『砂の女』 、新潮社
（書き下ろし）
、一九六二年六月初刊〔８〕
 
〔シナリオ〕 「壁あつき部屋」 、新鋭プロ制
作、松竹配給、一九五三年一一月撮了〔４〕
 
〔戯曲〕 「制服」 、劇団青俳、一九五五年三月初演〔５〕
 
 
 
 
 
「どれい狩り」 、俳優座 一九五五年七―八月初演〔６〕
 
 
 
 
 
「幽霊はここにいる」 、俳優座、一九五八年六月初演〔７〕
 
 
この時期
（主として一九五〇年代）
の安部公房について検証する上で、彼が旧〈満洲〉の〈奉
天〉
（現中国東北瀋陽市、以下〈
 
〉は省略）
で幼少期を送り、同地で敗戦を迎え、引揚げ
（一九
四六年一〇月末内地帰還）
を経験していること、そして一九五一年五月、当時非合法組織であ
った日本共産党に入党し、さらに一九五六年一〇月、党批判に転じていることは歴史的事実として看過することはできない。ところが、とりわけ安部公房の場合、これまでの多くの先行論では〈作家の事実とテクストが繋がらない〉という〈通念〉が過度に支配的であり、そのため先行論自体が比較的豊富にある割には年譜的事実の研究が停滞し きた観が否めない。そう た研究史 間隙を埋める目的から、本論ではテクスト分析 際して方法論として可能な限り〈同時代的な文脈に基づいた読みの可能性 を目指す方針を取った。
 
このような問題意識を持つに至ったそもそものきっかけは、小説 手」
（ 「群像」一九五一
年七月）
を論じた拙稿
（ 「引き裂かれる〈鳩〉の象徴性
――
安部公房「手」の同時代的読みの可能性」 、
「国文学研究」第一四四号、早稲田大学国文学会、二〇〇四年一〇月）
に対して、松本常彦から「学
界時評
（近代）
」のなかで「同時代との関わりについては説得的でなるほどと思う反面、特
定の具体的な時代や場所への還元を許さないように、それらの要素を削ぎ落とし、抽象性を志向し続けた安部の小説の作り方とど
う折り合うのか、その点が気になった」
（ 「国文学
 
解釈と教材 研究」第五〇巻第二号、学燈社 二〇〇五年二月）
と指摘されたことによる。松本の
言及には安部 テクストに殊更に 〈普遍性〉 を求
めようとする志向性が強く認められるが、
このことを直接の契機として、 〈安部公房 文学それ自身が抽象性・普遍性を志向し 特定の時代や場所に還元されることを拒絶している〉 い 一つの〈通念〉が広く研究界 浸透しているのではないかという問題意識が生じ、その妥当性につ て検証したいと思うに至った。
 
 
本論で詳述しているように、少なくとも一九五〇年代当時の安部は自らの方法論として
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「事実」 、乃至は「現実」の凝視から出発すべきであると繰り返し述べ、しかも彼は、その「現実」を認識しようとする衝迫が創作の契機となるのだと主張していた。にもかかわらず従来の安部公房研究で 、そうした安部自
身の発言や同時代状況とテクストとの対応関
係への十分な検討を欠いたままに、 〈安部の文学それ自体が抽象性・普遍性を志向し、特定の時代や場所に還元されることを拒絶している〉といった認識を〈通説〉化 き 傾向が否めない。本研究は、そのような先行研究における固定観念の再検討を第一の目的としている。
 
他方、 〈同時代的な読み〉を試みるには、作家のできるだけ詳細な年譜的事実を知る必
要がある。ところが実際に安部の手になる〈自筆年譜〉 、および先行する年譜・評伝等を細かく調べていく 、とりわけ安部の満洲時代、共産党時代
（特に一九五五年前後の劇界進出前
後の事情）
の記述量が乏しく、しかも内容においても誤記が散見し、いまだその時期の検証
が不十分であることがわかった。そのため、本研究ではい 一つの目標として年譜的事実を可能な限り解明することを目指し、その時期の安部と直接、乃至は間接的に かわりを持った延べ九〇人を超え 近親者
（血縁者・地縁者・友人知己等）
の協力を得て、約六年にわ
たる聞き取り調査を実施した。特に満洲時代 情報収集において 関係者がいずれも高齢に達してい ため、まずは一次資料
（インタビューの録音、アンケート調査など）
の収集を優先
した。二〇一一年三月時点 実弟
（八四歳）
、実妹
（七四歳）
、小学・中学校時代の級友八名、
小学校の担任教師の娘、中学時代の友人の妹
、奉天時代の隣人、実弟の友人、その他安部
本人とは直接面識はないものの同じ奉天
（敗戦後は「瀋陽」と改名）
からの引揚げを経験した
人たちを中心に計七二人 証言を集め、その成果を主として第一部の五本の論文にまとめた。また第二部では、書誌未載資料 発掘に基づいて安部 共産党入党 経緯 新たな角度から論証する とも 、彼が戦闘的党員作家と て活躍した時代の四つ テクストを取り上げ、 〈同時代的な読みの可能性〉を提示した。
 
 
さらに第三部
（ 「 〈大衆〉との邂逅―劇界進出から『砂の女』まで」 ）
についてであるが、とりわ
け一九五〇年代の安部の演劇作品
（具体的には「制服」 「どれい狩り」 「幽霊はここにいる」 ）
を検
証するにあたり最も困難であったの 現時点で「どれい狩り」
（劇団俳優座一九五五年初演）
以外の映像資料を確認することができなかった
（若しくは現存しない）
という点であった。安
部が劇界進出したのは一九五五年であったが そもそもその時期の安部演劇を論じ 先行論自体が少なく、加えて関係者たちの後年の回想録も当時 実情を知らない者の目にはわかりにくく、疑問が生じる場合が多かった。特に当時 言説空間から み なかなか把握しきれないのが劇界進出時 安部の人間関係である これについては当 の共産党内部の人脈、あるいは敵対関係などが深くか わっている場合が多い。ところが、そうした当時の事情について現存する当事者に質問を投げかけても、 関係者へ 配慮 ら、言及を避けられることも少なくなかっ 。
 
そうした良好とは言えない条件のなかで、本研究では極力当時の安部演劇を直接知る人
たちにインタビューを試み、適宜参考とした。具体的には、当時安 演劇の制作 かかわった人
（川和孝氏）
、当時の劇界と日本共産党の双方に通じ安部とも交際のあった人
（菅井幸
雄氏、二〇一一年九月二〇日死去）
、安部演劇を安部演出で演じた経験を持つ人
（大西加代子氏、
相沢直 八幡いずみ氏）
などに分類される。なお、早稲田大学演劇博物館所蔵台本および個
人
（大西氏・八幡氏）
が所蔵する台本への書き込みからも多くの教示・示唆を得た。
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二、構成および初出
 
 序
 
本研究の構想とねらい
 
書き下ろし
 
 第一部
 
安部公房と奉天
 
――過去の破算――
 
 
 
第一章
 
瀋陽の安部公房
 
――作家誕生までの前史――
 
書き下ろし
 
  
 
第二章
 
父と満洲
 
――安部公房と衞藤瀋吉――
 
〔初出〕 『満蒙関係の新しい地平』所収「父と満洲―衞藤瀋吉と安部公房桜美林大学北
東アジア総合研究所、二〇一〇年七月。
 
 
 
 第三章
 
引揚げ船内でなにが起こったのか
 
――安部公房と清岡卓行――
 
 
 
〔初出〕 『大平正芳からいま学ぶこと』所収「安部公房と清岡卓行―引揚船内で何が起
こったか」桜美林大学北東アジア総合研究所、二〇一〇年一二月。
 
 第四章
 
安部公房と実験学校
 
――満洲教育専門学校付属小学校・宮武学級の事例――
 
〔初出、一部〕 『経済社会学会年報―東アジ
アの経済社会発展と格差問題』所収「旧満
州時代の日本人階層社会」現代書館、二〇〇九年一一月。
 
〔初出、加筆修正後 「東アジア研究」第五三号、大阪経済法科大学アジア研究所、二
〇一〇年四月。
 
  
 
第五章
 
敗戦後、瀋陽
（旧奉天）
の日僑学校の状況について
 
――大連の日僑学校との比較
的考察――
 
〔初出〕 『満蒙関係の新しい地平』所収 敗戦後瀋陽（旧奉天）の日籍学校の状況につ
いて―大連の日籍学校との比較的考察」桜美林大学北〇一〇年七月。
 
 第二部
 
安部公房と日本共産党――人民のなかへ――
 
第一章
 
安部公房のポジショニング変動
――〈天才〉から〈貧乏作家〉への転回――
書き下
ろし
 
 
 
 第二章
 
「壁」の眼の獲得
 
――敗戦体験と「Ｓ・カルマ氏の犯罪」――
 
〔初出〕 「昭和文学研究」第五三号、昭和文学会、二〇〇六年九月。
 
〔初刊〕 『日中関係の新しい地平』所収「安部公房と「奉天」 」 、桜美林大学北東 ジア
総合研究所、二〇〇八年七月。
 
  
 
第三章
 
引き裂かれる〈鳩〉の象徴性
 
――安部公房「手」の同時代的読みの可能性――
 
 
〔初出〕 「国文学研究」第一四四号、早稲田大学国文学会、二〇〇四年一 月。
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第四章
 
文学の冷戦と安部公房
 
――「Ｒ
６２号の発明」試論――
 
 
 
〔初出〕 「国文学研究」第一四八号、早稲田大学国文学会、二〇〇六年三月。
 
  
 
第五章
 
罪責の行方
 
――「壁あつき部屋」試論――
 
 
 
〔初出〕 「昭和文学研究」第五六号、昭和文学会、二〇〇八年三月。
 
 第三部
 
〈大衆〉との邂逅――劇界進出から『砂の女』まで――
 
 
 
第一章
 
安部公房の劇界進出
 
――共産党・映画・演劇――
 
 
 
〔初出〕 「演劇映像学２００９」早稲田大学演
劇博物館グローバルＣＯＥ、二〇一〇年
三月。
 
 
 
 第二章
 
戯曲「どれい狩り」論
 
――「主役」としての肖像画――
 
〔初出〕 「演劇映像学２００８」早稲田大学演劇博物館グローバルＣＯＥ、二〇〇九年
三月。
 
 
 
 第三章
 
安部公房と大阪労演
 
――初演「どれい狩り」の評価を中心に――
 
〔初出〕 「演劇映像学２００９」早稲田大学演劇博物館グローバルＣＯＥ、二〇 〇年
三月。
 
 
 
 第四章
 
「境界」者たちの加害者論争
 
――戯曲「制服」の改稿問題を中心に――
 
 
〔初出〕 「早稲田大学大学院文学研究科紀要」第三分冊、第五一号、二〇〇六年二月。
 
  
 
第五章
 
安部公房と朝鮮人
 
――「壁あつき部屋」から「制服」へ――
 
書き下ろし
 
 
 
 第六章
 
死者は死んでいる
 
――「幽霊はここにいる」に至るまで――
 
 
〔初出〕 「演劇映像学２０１１」早稲田 演劇博物館グローバルＣＯＥ 二〇 二年
三月。
 
  
 
第七章
 
『砂の女』を読み替える
 
――「死と性病」の再考から――
 
 
 
 
〔初出〕 「昭和文学研究」第五八号、二〇〇九年三月。昭和文学会。
 
 おわりに
 
書き下ろし
 
 
三、各章の要旨
 
【第一部】
 
第一章
 
瀋陽の安部公房――作家誕生までの前史――
 
本論は安部公房が作家になるまでの前史を、主として近親者への証言および新資料に基
づき書誌未載事項をできる限り盛り込みながら論証したものである。中心的な話題は小説家であった母のこと、弟妹の証言による幼少期の安部の家庭内での挿話、小学校時代にまで遡られる安部の創作活動の開始とそのきっかけ、高校時代の旺盛なる創作活動の様子、
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敗戦前の安部を知る二人の女性による証言、敗戦後の瀋陽で安部が日字新聞の文芸欄記者をしていた可能性などについてである。
 
 第二章
 
父と満洲――安部公房と衞藤瀋吉――
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国際政治学者であった衞藤瀋吉
（一九二三―二〇〇七年）
と安部公房は、生まれ月も数か月
違い、幼少期を満洲奉天 満鉄付属地内の目と鼻の先で生い立ち、小学校も一緒、大学も同年に揃って東大進学を果 すなど、意外にも多くの共通点を持っていた。本論 は主として彼らが共通して強い関心を抱いた動物行動学における「なわばり」
（テリトリー）
理論
のそれぞれの受容の仕方、彼らの父親の学歴コンプレックス、満洲経営に深くかかわった父を持ったがゆえに戦後長く煩悶に陥った両者の、父および満洲に対するそれぞれの総括の仕方などについて論証した。なお、本論は故衞藤瀋吉氏 追悼祈念集会
（二〇〇八年一月
二五日、第四回満蒙フォーラム 於桜美林大 ）
でのスピーチ原稿に大幅な改稿を加えたもので
ある。
 
 第三章
 
引揚げ船内でなにが起こったのか――安部公房と清岡卓行――
 
 
安部公房と清岡卓行
（一九二二―二〇〇六年）
。両者はともに植民地統治時代の中国に満鉄
エリートの息子として育ち
（清岡の父は大連築港長なども勤めた満鉄の土木技師）
、高校・大学は
東京に単身留学し
（清岡は旧制第一高校から東京帝国大学文学部へ）
、しかもともに敗戦直前に故
郷に帰省し、のちに故郷での敗戦体験を書いた小説で芥川賞 受賞している
（清岡は一九七
〇年一月「アカシヤ 大連」 ）
。しかし、共通点はそれだけにとどまらない。彼らはそれぞれ医
師・教員という特権職を敗戦後の彼 地で得たことにより 他の在外日本人よりも数段によい境遇を得ることができた。ところがその経 がかえっ 災い 、できれば一生触れないで済ませたい〈傷〉となって彼らのなかに長く残り、ほとんど死ぬまでそのことにつて言及しなかった。本論は戦争末期から内地帰還を果たすまでの期間 安部と清岡が〈そこ〉で何を経験し のか ついて 研究上いまだ不明確な史実を作家 近親者の証言および新資料に基づき跡づけたものである。
 
 第四章
 
安部公房と実験学校――満洲教育専門学校付属小学校・宮武学級の事例――
 
本論は安部公房が小学校時代に奉天で受けた先進的な英才教育
（速読・多読・早教育を中心
とした）
の実態について、現存する同級生や小学校時代の担任教師の娘などの証言、書誌未
載資料に基づき解明したものである。
 
 第五章
 
敗戦後、瀋陽
（旧奉天）
の日僑学校の状況について――大連の日僑学校との比較的
考察――
 
 
本論は書誌未載新資料
（滋賀大学経済経営研究所所蔵資料、外交史料館所蔵資料など）
、および総
勢六〇人を超える引揚げ当事者たちの証言、アンケート結果に基づき、敗戦後 瀋陽 大連で開校されていた日僑学校の状況、さらにはそ 終焉史について論証したも である。なお、本論は滋賀大学経済学部主催、第五回アジアン・スタディーズ・ワーク ョップでの講演原稿に大幅改稿を加えたものである。
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【第二部】
 
第一章
 
安部公房のポジショニング変動――〈天才〉から〈貧乏作家〉への転回――
 
 
本論は、敗戦直後の言説空間において観念的作風を誇った知識人文学者たちから強力に
バックアップされる形で文学的出発を果たし
た安部公房が、入党前夜にはほぼ〈無関係〉
に等しかった〈大衆読者〉との間の「通路」を、いつ、どのような形で切り開いたのか、その経緯をメディア戦略の観点から論証したものである。 入党以前の安部は党周辺から 「植民地的人間」性、 「ぷちぶる」性、 「近代主義 といったいくつもの批判を突きつけられており、 うした否定的アイデンティティーの克服を企図して日本共産 に入党した経緯があったが、戦後文学賞・芥川賞のダブル受賞の前後から、彼は自身の極貧生活ぶり 過剰にメディアに露出することによって〈大衆の側に立つ作家
=
安部公房〉像を広く社会に印
象付けることに成功した。そうし 安部の巧みなポジショナリティ操作の過程を跡づけたものである。
 
 第二章
 
「壁」の眼の獲得――敗戦体験と「Ｓ・カルマ氏の犯罪」――
 
「壁」という語は安部の文学に通底するキーワードとして認知されているが、本論では
特殊な形成過程を有する〈壁の町・奉天〉に生い立った安部がその後ど ように「壁」を「方法論」にまで昇華させたのかを、「壁―Ｓ・カルマ氏の犯罪」を作家論 立場から読み解きつつ論証した。本論 は満洲国崩壊に際 ての安部の難民体験が「Ｓ・カルマ氏の犯罪」の物語内容の主軸を成していたと考え テクスト結末部の曠野に屹立する「成長する壁」の像を、奉天で都市の上品な小市民
（あるいは「家畜」）
と荒野の「狼」の両方を経
験し、また新たな支配民族とかつての被支配民族との間で板挟みとな ことで、安部が人間／狼、支配／被支配という、対立する両
方の内面を同時に見渡すことのできる両義的
視点を獲得したことの象徴として捉えた。さら は、そうした両義的存在へ 再生を宣言する結末部を、〈過去の一切の破算〉 いう
〈負〉の意味を〈無限の自由の獲得〉という
〈正〉の意味へと転回しようとする、「ぼく」の決意の表明であっ と解読 た。
 
 第三章
 
引き裂かれる〈鳩〉の象徴性――安部公房「手」の同時代的読みの可能性――
 
英雄的〈伝書鳩〉から〈手品の鳩〉、〈はくせいの鳩〉を経て〈平和 鳩〉へ、さらに
は〈ピストルの弾〉へと流転する おれ〉 「変形」 運命 描いた小説である「手」。本論では国語教科書に掲載されたためか政治性が極度に排除され受容 れてきた観のある本作を、同時代的文脈からその時々の〈鳩〉の象徴性
（愛国・理想的兵士像→共産主義の象徴→
警察予備隊の象徴）
を明らかにし、その政治的意味を解明するとともに、異なる政治的立場
の者たちがそれぞれの思惑により〈平和〉を理念に掲げ、その所有権を奪い合った結果〈平和〉概念そのものが引き裂かれていった当時の時代状況を論証した。
 
 第四章
 
文学の冷戦と安部公房――「Ｒ
６２号の発明」試論――
 
無数の諜報員が暗躍し、 敵方 「スパイ」 を恐れるあまり過度の思想弾圧が横行した時代。
本作が発表された はそのような時代であったが、本論では物語世界の背後に垣間見えるそうした東西思想戦の様相に注目して、本作を反米色の濃厚なプロパガンダ小説として読み解いた。
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 第五章
 
罪責の行方――「壁あつき部屋」試論――
 
本論では巣鴨刑務所のＢＣ級戦犯たちの手記集を翻案として安部がシナリオ執筆した
「壁あつき部屋」の生成過程、および映画が公開延期に至った理由、さらには一般公開されるまでの経緯を、松竹大谷図書館に所蔵されていた書誌未載・新資料に基づき、当時の戦犯釈放運動の動静と関連づけて論証した。また安部は映画の評判が概して高かったにもかかわらず、執筆から三〇年以上の時を経てテクストに大掛かりな修正を施したが、本稿ではその理由を初稿形に色濃くあった暴力容認的、大衆礼賛的要素を一九八〇年代の安部が不都合に感じたためと解する ともに、〈他罰〉を本旨とした戦犯たちの手記集が 安部公房という作家を介し、三〇年という歳月を費やし ついには〈自罰〉の物語へと変貌を遂げるに至る過程を跡づけた。
 
 【第三部】
 
第一章
 
安部公房の劇界進出――共産党・映画・演劇――
 
 
本論では、それまで劇界との結びつきをほとんど認知されていなかった安部公房が劇界
進出直後の半年間に三つの戯曲を立て続けに上演するこ ができ 、 その背景を論証 。劇界進出直後の彼の突出した活発さは、 創作劇を
待望する当時の新劇界の気運を遠因とし、
より直接には、それ自体は不調に終わった映画界進出によって開拓され 劇団俳優たちとの交友関係、千田是也の「大陸人」憧憬、および共産党人脈に基づく劇団側からの積極な働きかけに負うところが大きかったと結論づけた。 ま 詳細未詳である映画 『飢餓同盟』の企画から頓挫に至るまで 過程を、新資料に基づき新説 提示し
 
 第二章
 
戯曲「どれい狩り」論――「主役」としての肖像画――
 
本論では俳優座で初演された本舞台の主役が、実は舞台中央に掲げられた巨大な肖像画
であったことを当時の映像資料などに基づき論証した。のちの改訂版で家族崩壊 プロットが悉く削除されたために、先行論では初演形 〈家〉のドラマ して 側面 軽視してきた観が るが、本論では肖像画の男、「閣下」、芳子という三代 わた 〈 〉の興亡に焦点を当て、その結果、本作を通して安部が表現したも が、アリの生態をも髣髴させる〈不可視の敵〉
（
=〈先祖の霊〉や〈アメリカ〉）
たちによる「どれい」製造とその争奪戦の
様相であったと結論づけ 。
 
 第三章
 
安部公房と大阪労演――初演「どれい狩り」の評価を中心に――
 
「どれい狩り」初演時の評価は、演劇賞選評欄に見る好評価と、大阪労演機関誌「労演」
の読者投稿欄やアンケート結果に見 低評価とに大きく割れた。 本論はそ ことの意味を、当時の日本共産党の内部抗争と関連づけて論証したものである。
 
 第四章
 
「境界」者たちの加害者論争――戯曲「制服」の改稿問題を中心に――
 
本論は短期間に大幅な改稿がなされた戯曲「制服」について、改稿 よ 意図と効果、
テクストの意味の変質について論証したものである。当初 安部 意図は民族対立の虚偽性を死者たちの目を通して告発するとともに、階級対立こそ真の対立軸であることを提示
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しようとしたと考えられる。しかし結果とし
て安部はこの案を放棄し、日本人登場人物の
性格を悉く悪く書き改め、チンサアが制服を脱ごうとしても脱ぐことができないという設定にすることで、日本人が朝鮮人に行った加害行為が決して免責されるものではないことを強調した。本論ではこの 変により、戯曲「制服」は〈民族〉の加害責任の点では批判を鋭くしたが、その代償として〈階級〉の加害責任への批判意識を形骸化させたと結論づけた。
 
 第五章
 
安部公房と朝鮮人――「壁あつき部屋」から「制服」へ――
 
 
本論は戯曲「制服」
（初出形）
がシナリオ「壁あつき部屋」構想時に生じた〈死者の目を
通して描かれる、生者と死者 同時に登場する喜劇〉という着想と、入党前後の安部が理想としていたプロレタリア国際主義の思想を具現化する〈下層民同士の国際的連帯〉という二つのテーマの融合が意図され 作品であったが、作品テーマと時代情勢と 間に齟齬が生じたために短日月の間にテーマの改変をも含む大幅な修正がなされたも と解し、当時の日本共産党と在日党員との別離に関連づけて論証したも である。
 
 第六章
 
死者は死んでいる――「幽霊はここにいる」に至るまで――
 
本論は《作家の事実とテクストが繋がらない》という風に、これまで通説化されてきた
安部公房のテクストに、敢えて彼の思想形成の跡を読み取ろうと試み ものである。具体的には「幽霊はここにいる」という戯曲テクストが、小説集「死者の町」の構想から破綻に至るまでの、二つの「幽霊」をめぐる安部 内的変遷過程と相似形 成す いうことを明らかにし、安部が戦争体験の思想化を成 遂げるまで 道程を跡 た。
 
 第七章
 
『砂の女』を読み替える――「 と性病」の再考から――
 
本論は『砂の女』の先行論で暗黙裡に自明視されてきた観のある男 淋病の完治と結末部の女の帰還に対して疑問を呈し 逆に男の淋病の不完治 女の淋病感染、その結果としの子宮外妊娠による の不可避の死を前提 、新たな読みを提示す 試みである。そうした前提条件 変更 より、特 近年 先行論で記述自体の〈欠陥〉が指摘されてきた 末部に対し、 〈欠陥〉を前提としない
、、、
読みの可能性を提示することを目的とする。その結果、
本作が、肉体に躓き、肉体からの逃走を図った男が、肉体 側からの復讐を受け、最終的に肉体との和解に至る物語であるとの結論を得た。
 
 
